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倉敷市の概況 

１ 

人 口  ４８１,７６１人（Ｈ２３.１２月末) 
世帯数  １９６,４７８世帯 

面積     ３５４.７２ｋｍ2 

 宅地 ２６.１％、山林 １６.１％、田 １２.９％、 
 畑 ７.１％、原野 ０.７％、池沼 ０.１％、 
 その他 ３６.９％ 

年間平均気温 １５.２℃ 
年間降水量  １,０７４mm 
瀬戸内海式気候 

倉敷市平均日射量 ４.０４kWh/m2 

 
全国平均日射量   ３.８４kWh/m2 

遣唐使の
吉備真備 

美観地区 

大原美術館 

瀬戸大橋
ジーンズ 

最終合併 平成17年8月1日 

マスカットと 

スイートピー 

良寛和尚
の円通寺 

水島工業地帯 



倉敷市と水島コンビナートの概況 

従業員数 約２万５千人       （Ｈ２１年） 
事業所数 約２５０事業所 
製造品出荷額 約３兆１３０億円 
 （岡山県全体の約５割、倉敷市全体の約９割） 
 岡山県 30,129億／66,116億=45.6% 

 倉敷市 30,129億/／33,222億=90.7% 
２ 

市域  

遣唐使の
吉備真備 

良寛和尚
の円通寺 

水島工業地帯 

マスカットとス
イートピー 

美観地区 

大原美術館 

瀬戸大橋
ジーンズ 

最終合併 平成17年8月1日 



環境リサイクル局の概要（平成２３年度） 

３３２人 ４７人 ２５人 

 室長含め正規職員４名    

６人 １９人 

１７５人 

１０８人 

下水普及課 

下水建設課 

下水施設課 

一般廃棄物対策課 

環境施設課 

下水道部 下水計画課 

環境監視センター 環境衛生課 

産業廃棄物対策課 

環境政策部 環境リサイクル局 環境政策課 

リサイクル推進部 

３ 

平成２１年４月新設 

地球温暖化対策室 



平成２３年度 地球温暖化対策室の主な業務内容 

① 倉敷市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の運用 
② 住宅用太陽光発電システムの設置補助 
  （既築･中古住宅 ２.５万円/kW、新築･建売住宅 ２万円/kW、上限４kWまで） 

③ 国内クレジット制度の活用（くらしきサンサン倶楽部） 

④ 電気自動車購入、充電設備設置補助（２０万円/台、１０万円/基） 

⑤ 電気自動車の普及モデル事業 
   （土･日･祝日に公用の電気自動車３台を市民と県外からの観光客に貸出） 

⑥ 「グリーンくらしきエコアクション（Ｇ－ＫＥＡ）」の運用 

⑦ 次期倉敷市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の策定 

⑧ 省エネ法、温対法、岡山県環境負荷低減条例に基づく調査･報告事務 

⑨ 緑のカーテン推進とグリーンメイトの募集 

⑩ 環境イベント「ストップ温暖化くらしき」、出前講座「自然エネルギーキャラバン」の実施 

・ 
・ 
・ 

４ 



計画の策定スケジュール 

平成２１年度 平成２２年度 

計
画
策
定 

温室効果ガス排出量・吸収量
の現況および将来推計 

9/28 9/17 

削減目標の 
検討・設定 

庁内委員会の開催 

協議会の開催 

施策の 
検討・決定 

市関係部署との
施策協議 

庁内推進体制
の協議 

パブコメ 

(第7回)

素案とり
まとめ 

9/13 

10/19~11/15 

５ 

市民・事業者への
アンケート調査 

勉強会の 
開催(全5回) 

H23.2 



計画の策定体制 

＜地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定協議会＞ 

◆「地球温暖化対策の推進に関する法律」第20条の４に基づき設置。市民･NPO、事業者、 

  学識経験者、地域センター、倉敷市、環境省、岡山県の１９名（当初２０名）で構成。 

 （事業者:ＪＦＥ、中国電力、三菱化学、日本通運、イオンモール倉敷、倉敷木材、水島エコワークス、水島臨海鉄道） 

◆ 主に以下の事項について協議し、全７回の会議で素案とりまとめ。 

   ・ 温室効果ガス排出量・吸収量の現況および将来推計 

     ・ 基準年及び目標年 

     ・ 削減ポテンシャル 

           ・ 削減目標 

           ・ 目指すべき市の将来像・基本理念・取組方針 

           ・ 各種施策（重点・一般） 
 

＜庁内委員会＞ 

◆ 市関係部署で構成する庁内委員会を設置。 
 （企画経営室、新市・まちづくり推進課、一般廃棄物対策課、観光課、商工課、農林水産課、都市計画課、交通政策課、 
  建築指導課、教育施設課） 

◆ 全５回開催し、計画策定状況を共有するとともに、市関連施策や庁内推進体制を検討。 

別途、協議会の委員長発意による勉強会
（協議会委員で構成）を５回開催して検討 

６ 



計画の概要①（基本的事項） 

＜計画の目的及び位置づけ＞ 
 市内のあらゆる主体が率先・協働して低炭素社会の形成に向けた取組を推進することを目的と
する 

 地域の特性を踏まえた地球温暖化対策を総合的かつ計画的に実施するための各主体共通の
取組指針とする 

 

＜計画の対象＞ 
 市域の温室効果ガスの排出削減並びに吸収作用の保全・強化に関わる全ての事項 
 京都議定書と同じ６ガス（CO2、CH4、N2O、HFC、PFC、SF6）を削減対象とする 
 
 

＜計画の期間＞ 
 ２０１１（平成２３）年度から２０５０（平成６２）年度まで 
 

＜基準年及び目標年＞ 
 基準年 ：  ２００７年度（排出量の推計精度が最も高い直近年度） 
 目標年 ：  短期 「２０１２年度」（京都議定書第一約束期間の最終年） 
            中期 「２０２０年度」（国の中期目標との整合） 
            長期 「２０５０年度」（国の低炭素社会づくり行動計画の目標と整合） 

７ 
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計画の概要②（温室効果ガス排出量の現状） 

2007年度排出量
（千t-CO2）

産業部門 32,128

製造業 32,011

非製造業 117

運輸部門 1,847

民生部門 2,057

業務 1,383

家庭 674

エネルギー転換部門 1,794

その他 1,746

工業プロセス部門 1,303

廃棄物部門 98

CH4、N2O、F-gas 345

39,573

排出源

総排出量

本市の２００７年度温室効果ガス排出量は、約３，９６０万t-CO2。 
 
                  
                                    ※国：約１３億６，９００万t-CO2 

＜市の温室効果ガス排出量＞ ＜市の温室効果ガス排出割合と国・岡山県との比較＞ 

（国の約３％、県の約７０％） 

８ 

※国の排出量：日本国温室効果ガスインベントリ報告書（2009年4月）より 
※岡山県の排出量：「岡山県内の平成19年度温室効果ガス排出量の状況」（2011年1月）より 



計画の概要③（温室効果ガス排出量の推移と削減目標） 

 本市より排出される温室効果ガスの今後は、基準年（２００７年度）比で 
２０１２年度 ＋２．７％、２０２０年度 ＋６．４％と予測。 

 排出予測から削減可能量を試算し、目標を設定。 
  ＜短期目標＞ ２０１２年度に基準年比６％削減する  

  ＜中期目標＞ ２０２０年度に基準年比１２％削減する 
    （※部門別目標：産業部門－１２％、運輸部門－１１％、民生業務部門－３９％、民生家庭部門－４９％） 

  ＜長期目標＞ ２０５０年度に基準年比８０％削減を目指す        

９ 

39,935千t 39,573千t
37,291千t

34,905千t

削減目標
削減目標
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-６％ -１２％

－８０％

現状のまま推移した場合

削減目標レベル

基準年
排出ライン

40,646千t
42,105千t



計画の概要④（基本理念と取組方針） 

つながりを「ホット」に ＜主体間交流・連携の強化＞  
  主体間の交流・連携を促進する環境整備の推進 

<基本理念> －低炭素技術と環境にやさしい文化で未来を創る－ 

まちを「クール」に ＜低炭素型まちづくりの推進＞  
 高機能・低炭素型のまちづくりの推進  
 車両の低炭素化、徒歩・自転車・公共交通機関での移動による低炭素型交通体系の構築 
 再生可能エネルギーの積極的利用による資源・エネルギー循環型の社会形成 
 市域の緑化推進  

くらしを「クール」に ＜低炭素型ライフスタイルへの転換＞  

  ものを大切にし、自然を大事にする、環境にやさしい生活様式への転換  
  快適さと高い省エネルギー性能を兼ね備えた住空間づくりの推進 

観光を「クール」に ＜環境調和型観光地づくりの推進＞  

  環境に配慮した観光地づくりの推進 
  人と環境にやさしいおもてなし観光の推進 

取
組
方
針 

４
つ
の
「
ク
ー
ル
」
と
１
つ
の
「
ホ
ッ
ト
」 

１０ 

ものづくりを「クール」に ＜環境調和型産業への転換＞  
  高度な生産技術と企業間連携によるものづくりの低炭素化の推進 
  ものづくりを通じた世界の温室効果ガス削減 



計画の概要⑤（目指すべき低炭素都市のイメージ） 

低炭素街区の形成 

環境調和型産業の集積 

コンパクトで高機能な中心市街地 

郊外イメージ 

低炭素で美しい
町並み 

エネルギー・食材の
地産地消 

再生可能エネルギーの普及 

市街地イメージ 
都市の緑化 

再生可能エネル
ギーの普及 

ＣＯ２排出の
少ない移動 

低炭素型の 
ライフスタイル 

１１ 



計画の概要⑥（施策体系） 

１２ 



計画の概要⑦（重点施策＜クールくらしき80＞プロジェクト） 

プロジェクト１  世界に誇る「環境調和型コンビナート」の形成 

プロジェクト２  中小事業者の環境経営支援「ものづくりエコサポート」の推進 

プロジェクト３  低炭素なまち「クールタウン」形成の推進 

プロジェクト５  環境にやさしい生活様式「良環スタイル」の推進 

プロジェクト６  人と環境にやさしいおもてなし「エコころ観光」の推進 

プロジェクト７  主体間連携を強化する「エコの環づくり」の推進 

プロジェクト４  太陽エネルギーを活かしたまちづくり「太陽のまちプロジェクト」の推進 

地域特性を活かしつつ、温室効果ガス削減の波及効果・先進性が高い施策のうち、
重点的に取り組む13の施策を＜クールくらしき80＞プロジェクトとして設定。 

 ※「クール」には、「冷やす」といった意味の他にも「かっこいい」という意味が含まれていることから、自ら率先して温暖化対策に
取り組み、快適で過ごしやすいクールなくらしを実現することと、そうした取組を通じて世界が認めるクールな低炭素都市くらし
きを実現するという思いを込めている。「80」は長期目標の数値を低炭素都市の実現に向けた象徴的な数字として用いている。 

りょう かん 

わ 

１３ 



 

事業所間での資源・エネルギーの共同利用や、余剰

エネルギーの高度有効活用等 

プロジェクト1  世界に誇る「環境調和型コンビナート」の形成 

1-1 エネルギー・資源の高度利用推進 

1-2 環境関連産業の創出推進 

＜概要＞ 
水島コンビナート地区を中心として、環境
関連事業者の新規立地を推進するととも
に、温室効果ガス削減に資する新技術の
研究開発や設備投資を推進し、環境関連
産業の創出による環境調和型産業の集
積を図る。 

＜概要＞ 
水島コンビナートの企業間における資源・エネ
ルギーの相互融通や、副生成物・廃棄物・未
利用エネルギー等の高度活用を促進し、コン
ビナート全体での資源・エネルギー利用の最
適化を積極的に推進する。 

 

・立地支援 

・設備投資支援 

・技術開発支援等 

環境関連事業の推進 

（例） 

・省エネルギー化の推進 

・再生可能エネルギーの導入 

・新技術の研究開発や導入等 

・資源・エネルギーリサイクルの推進 

行政 事業者 

１４ 



プロジェクト2  中小事業者の環境経営支援 
「ものづくりエコサポート」の推進 

1-3 中小企業の環境経営支援 

＜概要＞ 
中小企業の省エネ・省CO2対策等を促進するため、官民
連携のもと省エネ技術の供与や人材育成、融資等の各種
支援を行う。 
また、中小企業の自主的な取組を促進するため、評価制
度や情報提供等を通じて普及啓発を行う。 

 

省エネルギー技術の導入支援 

・表彰・エコ認定 

・融資 

・環境セミナー 

・自主削減計画 

 の提出 

・支援要請 

環境配慮型事業者

への融資・支援 

（表彰・ＰＲ） 

協力依頼 

金融機関 

大企業 

中小企業 

オフセット 

クレジット 

（表彰・ＰＲ） 

協力依頼 

行政 

経済団体 

オフセット 

クレジット 

１５ 



プロジェクト3  低炭素なまち「クールタウン」形成の推進 

2-1 低炭素モデル街区の形成推進 

2-2 電気自動車（ＥＶ）の普及推進 

＜概要＞ 
ＥＶの生産地として、産学官が連携のもと 
ＥＶの普及に向けたインフラ整備やモデル
事業等を行う。 

＜概要＞ 
低炭素型まちづくりの先例となる先進的な
取組を一定規模の街区で実証実験し、市民
への啓発を図るとともに、効果の高いもの
について、全市的な展開を図る。 

 
（例）「ゼロ・カーボン公園」 

 

（例）「エコモビリティ」の面的普及 

 

・電気自動車の率先導入 

・公共施設への充電設備率先導入 

行政 

導入支援 

市民 

事業者 

導入支援 

１６ 



【施策例①】 電気自動車・充電設備導入費補助制度 

１７ 

１ 補助制度導入に至る背景と経過 
    平成２１年度に岡山県が設立した「岡山県電気自動車等普及推進協議会」に倉敷市も参画し、 
   電気自動車等の普及・導入について協議した。 
   （学識経験者、経済団体、電力会社、自動車製造会社、国、３市、警察等 １９団体） 
    その取組方針に、「電気自動車の導入支援」、「充電インフラの整備」や「保有車両を活用した 

    カーシェアリング」が採用され、平成２２年度から、岡山県とともに電気自動車の購入補助と充電施設の 
   設置補助、電気自動車の貸出モデル事業を行っている。 
 
２ 補助制度の概要 
   ① 電気自動車 
     対象車種：アイ･ミーブ（三菱自動車工業）、リーフ（日産自動車）など 
             （一般社団法人 次世代自動車振興センターの補助対象車に準じている） 
     補助金額：２０万円／台 
   ② 充電設備 
     対象機種：急速充電設備もしくは入力電圧が２００Ｖ以上の充電設備 
     補助金額：１０万円／基 
 
   ◆平成２２年度補助制度の利用状況 
      ① 電気自動車   申請件数： ４２台 （法人：３１社、個人：１１人） 
      ② 充電設備     申請件数：  １基 
     ◆平成２３年度補助制度の利用状況 
      ① 電気自動車   申請件数： ５７台 （法人：２０社、個人：３７人） 

      ② 充電設備     申請件数：  ２基 



【施策例②】 電気自動車普及モデル事業 

事業結果（Ｈ２２年度） 
 （１） 利用状況 
   ① 市民用    １１３組（稼働率 ９３％） 
   ② 観光客用   ３２組（稼働率 ７０％）  
 （２） 走行距離 
      平均６６ｋｍ／日（３台の合計 ９,５２１km） 
 （３） 訪問地 
   ① 市民 
       買い物やドライブ（児島、鷲羽山、吉備路） 
   ②  観光客 
       観光、ドライブ（美観地区、鷲羽山、吉備路） 
 （４） 感想 
     ・試乗体験を通して未来の車に対する考え方を見直した。 
     ・電気自動車の普及に取組む上で非常に有意義である。 
     ・良い企画です。継続してほしい。 
     ・電気自動車の性能を確認する良い機会になった。 
     ・もっと多くの人に試乗させてほしい。 
     ・走行距離が短すぎるので、不安を感じる。 
     ・価格がもう少し安くならないか。 

事業結果（H２３年度） 

市民用    86組（稼働率 76％） 
観光客用  30組（稼働率 55％） 

１８ 

ＥＶの普及促進を図るため、体験試乗として、市民・観光客を対象に市の公用車であるＥＶを
無料貸出。   
【貸出期間】６月～１１月の土日祝日（閉庁日）の１日（９時～１６時） 



プロジェクト4  太陽エネルギーを活かしたまちづくり 
「太陽のまちプロジェクト」の推進 

2-3 太陽エネルギー（太陽光、太陽熱）の利用推進 

＜概要＞ 
日照条件に恵まれた本市の特性を活かして、公共施設・住宅・
工場・事業所・大規模集客施設等あらゆる場所での太陽光発電
システム・太陽熱温水器等の導入を促進し、全国有数の太陽エ
ネルギー利用都市を目指す。 

 

住宅・公共施設・事業所への 

太陽エネルギー導入 

観光エリアへの太陽光発電街灯・

足元灯設置 １９ 



【施策例③】住宅用太陽光発電システムの設置補助 
１ 補助制度の概要 
 (1) 開始年度：平成１６年度 
 (2) 補助金額：平成１６～１８年度  ３万円／kW 
           平成１９～２０年度  １万５千円／kW 
           平成２１～２２年度  ３万円／kW 
           平成２３年度～    既築･中古 ２万５千円／kW 
                        新築･建売 ２万円／kW      （上限は各年度とも４kW） 

２ 補助実績等 
 (1) 補助件数と予算額：平成１６年度    １８３件、   ２,４７０万円 
                平成１７年度    ２９９件、   ３,４４７万円 
                平成１８年度    ２９２件、   ３,０６０万円 
                平成１９年度    ２２６件、   ２,０００万円 
                平成２０年度    ２８１件、   ２,０００万円 
                平成２１年度    ９５３件、  １０,５１０万円 
                平成２２年度    ９７９件、  １０,７００万円 
                           ３,２１３件 
                平成２３年度   １,４５５件（１２月末現在） 

 

 (2) 市内設置件数  ５,３４６件（H22年度末・中国経済産業局調べ） 

 

２０ 



【施策例④】公共施設における太陽光発電システムの導入 

２１ 

施　設　名 発電能力(kW) 設置年月
1 真備図書館 20 H12.2
2 クルクルセンター 20 H16.10
3 船穂公民館 30 H17.3
4 倉敷翔南高校 10 H17.3
5 長尾小学校 5 H19.4
6 倉敷南小学校 5 H20.4
7 北中学校 10 H22.11
8 船穂支所・武道館 20 H22.12
9 真備総合公園体育館 30 H22.12

10 玉島児童館 3 H22.7
11 連島憩いの家 5 H23.1
12 郷内公民館 5 H23.2
13 黒崎中学校 5 H23.2
14 環境交流スクエア 25 H23.3
15 本庁舎 50 H23.3
16 下津井西小学校　管理棟 5 H23.3
17 第一中学校　管理棟 5 H23.3
18 児島競艇場 3 H23.7
19 児島市民交流センター 30 H23.7
20 玉島市民交流センター 30 H23.12

合　計 316



（参考） 倉敷市役所本庁舎 太陽光発電システム 

太陽光発電システム 機器仕様 

 

  設置場所     ：本庁舎 屋内駐車場屋上 
  運用開始日   ：平成２３年３月８日 
  出  力         ：５０ｋＷ 
  モジュール数： ６０枚×４列＝２４０枚 
  モニター        ：（屋内）４２型液晶ディスプレイ 
                                         －発電状況、日報、月報、年報等 
                （屋外）ＬＥＤ表示－発電電力、発電電力量 
  事業費    ：約５千万円（地域グリーンニューディール基金） 

年間推定発電量       ： ５２,５００ｋＷｈ 

年間ＣＯ2削減量       ： ３５.４トン 

年間電気料金削減額： 約６６万円 

２２ 



【施策例⑤】国内クレジット制度の取組（くらしきサンサン倶楽部） 
•国内クレジット制度とは、大企業の技術・資金等によって中小企業等が削減した温室効果ガス排出量をクレジット
（排出枠）として認証し、大企業等が自主行動計画の目標達成等に活用する制度。 

•本市の太陽光補助制度を利用した市民（市補助対象者）の排出削減分を、国内クレジットとして地域の企業等へ売
却し、その収益を地域の環境保全活動に活用する仕組。 

•同様の自治体主導型排出削減事業は、大分県、東温市、岐阜市、長崎県に続き、本市が５例目（中国地方初）。 
•本年２月に開催される第２３回国内クレジット認証委員会においてクレジット認証される予定。 

２３ 



プロジェクト5  環境にやさしい生活様式「良環スタイル」の推進 

3-1  CO2の少ない生活様式の推進（「グリーンくらしきエコアクション」） 

3-2 ごみの少ない生活様式の推進（「くらしキック20」） 

＜概要＞ 
全国でも高水準のリサイクル率を誇る本市に
おいて「低炭素型・循環型社会」の形成を一層
進めるため、マイバッグ・マイ箸運動やごみ分
別細分化、ペットボトルのステーション回収や
食品残渣の堆肥化等、ごみ減量と再資源化
に向けた取組を推進する。 

＜概要＞ 
平成21年度に策定したエコ活動の指針「グリーン
くらしきエコアクション」 （「Ｇ－ＫＥＡ」）の内容を広
く市民、事業者に周知して、エコ行動を促すことに
より、低炭素型ライフスタイルへの転換を進める。 

 

「Ｇ－ＫＥＡ」の推進 

地元メディアによる「Ｇ－ＫＥＡ」 

の情報配信・普及啓発 

環境にやさしい町家の生活様式の体験 

 

環境関連イベントの実施や

イベントを通じた普及啓発 

 

・ごみの再資源化 

・リサイクルの推進 

・マイバッグ・マイ箸運動 

・ごみ分別細分化の推進 

ペットボトルのステーション回収 

２４ 

りょう かん 



【施策例⑥】グリーンくらしきエコアクション（Ｇ－ＫＥＡ） 改訂版 

２５ 



【施策例⑦】「ストップ温暖化くらしき２０１１」の開催（平成23年12月11日） 

市民の方に地球温暖化問題について感心を持ち、温暖化対策への行動を始めてもらうことを
目的として、市民団体やＮＰＯと協働して平成２０年度から実施している。 
平成２１年度に「グリーンくらしきエコアクション」を取りまとめたことから、その普及も目的として
いる。  
                        【実績】 平成２３年度 来場者数   約４，０００人 

 

２６ 



【施策例⑧】緑のカーテン推進とグリーンメイトの募集 

１ 事業の概要 
   ゴーヤやアサガオなどのつる性植物で窓を覆い、その遮光効果と蒸散作用により室温を下げ、エアコンの使用 
  に伴う電気使用量を減らし、温室効果ガスの削減につなげる。 
   家庭等で手軽にできることから、温暖化問題に対する啓発効果が高い。平成２０年度から実施。 
   平成２２年度からは、「緑のカーテンコンテスト」を行っている。 

２ 事業の状況 
 ゴーヤとアサガオの種を市民に配布： ゴーヤ ３,０００袋、 アサガオ １,５００袋 
 ゴーヤとアサガオの苗を市民に配布： 市職員やグリーンメイトが育てた苗を環境イベントで市民に配布。 
 くらしきグリーンメイトの募集（Ｈ２１～） 
    緑のカーテンの普及活動員を随時募集。種の優先配布や苗を育てるポットを配布。 
 緑のカーテンコンテストの実施（Ｈ２２～） 
    家庭や事業所等で育てた緑のカーテンの出来栄えを写真で応募。市民投票等で優秀賞を選定。 
 

２７ 緑のカーテンコンテスト表彰式 

緑のカーテンコンテスト作品 



【施策例⑨】環境出前講座（自然エネルギーキャラバン） 
主に小学校５、６年生を対象に、地球温暖化の問題や自然エネルギーについて知ってもらい、家
庭生活の中で省エネに取り組んでもらうことを目的として、認定ＮＰＯ法人に委託して出前講座を
行っている。平成１７年度から継続して実施中。 
                            ＜実績＞のべ３１校２７３９名（Ｈ２３年１２月末時点） 

温暖化の説明 クイズ 

太 
陽 
光 
パ 
ネ 
ル 

自 
転 
車 
発 
電 

ペレットストーブ 

風 
力 
発 
電 

２８ 



【施策例⑩】官民協働による普及啓発活動（家庭の省エネ診断） 

２９ 



【施策例⑪】住宅用ＬＥＤ電球、ＬＥＤ照明への取替え補助（Ｈ２２年度のみ） 

１ 補助制度の概要 
 （１） 白熱灯をＬＥＤ電球に交換した場合、電球代の半額補助（上限１万円） 
 （２） 照明器具をＬＥＤ照明器具に工事を伴って取り替えた場合、照明器具代の半額補助（上限５万円） 
 

２ 補助実績と予算額 
 （１） 白熱灯の交換   申請件数 ９９８件、 補助金額 ７,３４６,５００円、 電力削減量 ２４１,９１４Ｗ 
 （２） 照明器具の交換  申請件数  ６８件、 補助金額 ２,６７０,１００円、 電力削減量   ４,９９４Ｗ 

３０ 



3-3 倉敷市住宅環境性能表示制度の構築と運用 

＜概要＞ 
住宅建築物において、県内産木材の使用や太陽エネルギーの利用等、
本市の地域特性を活かした環境配慮型住宅の普及を推進するため、消
費者の判断基準となる本市独自の住宅環境性能評価基準を策定する。
また、その基準に基づくチラシ、パンフレット等への性能表示を住宅供給
事業者等と協力して進める。 

 

環境配慮型住宅の選択 

・次世代省エネルギー住宅 

・県産材 

・自然エネルギー 

 

住宅環境性能表示による消費者へのＰＲ 

３１ 

プロジェクト5  環境にやさしい生活様式「良環スタイル」の推進 
りょう かん 



プロジェクト6 人と環境にやさしいおもてなし「エコころ観光」の推進 

4-1 電気自動車を活用した環境調和型観光地づくりの推進 

4-2 環境にやさしい体験型観光イベントの実施 

＜概要＞ 
環境にやさしい町家生活の体験や、先進的
な温暖化対策を行う企業の見学等、環境を
テーマにした体験型観光イベントの実施によ
る低炭素型ライフスタイルの普及啓発を図る。 

＜概要＞ 
「美観地区」をはじめとして観光資源が点在す
る本市において、レンタカー会社へのＥＶ導入
促進や観光客へのＥＶ利用優遇策等を図り、
ＥＶを活用した観光の低炭素化を推進する。 

 

・観光拠点への充電設備導入 

・公共施設への充電設備導入 

行政 

導入支援 

レンタカー事業者 

ＥＶレンタカーの配備 

ＥＶで低炭素市内観光 

 

（例）「町家のくらし」体験 

 ・スローライフ 

 ・低炭素型ライフスタイル 

（例）エコ企業体験ツアー 

 ・低炭素化先進事業所 

 ・エコ製品製造事業所 

３２ 



＜お問い合わせ＆お申し込み先＞

倉敷市 地球温暖化対策室
〒710-8565 岡山県倉敷市西中新田６４０

ＴＥＬ(０８６) ４２６－３３９４ ＦＡＸ(０８６) ４２６－６０５０

走行中に、二酸化炭素を排出しない電気自動

車＜アイ・ミーブ＞で、市内を観光していただき、

電気自動車の乗り心地と倉敷の良さを体感してく

ださい。

２１歳以上７０歳未満で普通免許を持っておられる方。

（但しペットの同乗は不可。６歳未満の幼児を乗せる場

合はチャイルドシートをご持参ください。）

貸出は倉敷市役所本庁舎で行います。

また、倉敷市電気自動車貸出要領、電気自動車の貸

出に関する約定（ホームページに記載）に同意願います。

＊定員に達し次第、受付を終了させていただきます。

倉敷市では、岡山県外から倉敷市へ観光に来られた方に、市が
所有している電気自動車＜アイ・ミーブ＞を無料でお貸しします。

アイ・ミーブは市内にある三菱
自動車工業株式会社水島工場
で生産されています。

倉敷市は「環境最先端都市」を目指しています。

貸出日：６月～１１月の土・日・祝日（８月１３・１４日を除く）の９時から１６時まで

倉敷美観地区

瀬戸大橋を望む白壁の街並み

事前に電話予約が必要です。(受付：月～金の８:３０～１７:１５)

くらしき環境キャラクター
「くらいふ」

倉敷美観地区

申込条件

注意事項

Ｅ-ｍail ｅｐｔｃ＠ｃｉｔｙ．ｋｕｒａｓｈｉｋｉ．ｏｋａｙａｍａ. jp
URL http://www. city. kurashiki. okayama. jp/ｏｎｔａｉ

＜お問い合わせ＆お申し込み先＞

倉敷市 地球温暖化対策室
〒710-8565 岡山県倉敷市西中新田６４０

ＴＥＬ(０８６) ４２６－３３９４ ＦＡＸ(０８６) ４２６－６０５０

走行中に、二酸化炭素を排出しない電気自動

車＜アイ・ミーブ＞で、市内を観光していただき、

電気自動車の乗り心地と倉敷の良さを体感してく

ださい。

２１歳以上７０歳未満で普通免許を持っておられる方。

（但しペットの同乗は不可。６歳未満の幼児を乗せる場

合はチャイルドシートをご持参ください。）

貸出は倉敷市役所本庁舎で行います。

また、倉敷市電気自動車貸出要領、電気自動車の貸

出に関する約定（ホームページに記載）に同意願います。

＊定員に達し次第、受付を終了させていただきます。

倉敷市では、岡山県外から倉敷市へ観光に来られた方に、市が
所有している電気自動車＜アイ・ミーブ＞を無料でお貸しします。

アイ・ミーブは市内にある三菱
自動車工業株式会社水島工場
で生産されています。

倉敷市は「環境最先端都市」を目指しています。

貸出日：６月～１１月の土・日・祝日（８月１３・１４日を除く）の９時から１６時まで

倉敷美観地区

瀬戸大橋を望む白壁の街並み

事前に電話予約が必要です。(受付：月～金の８:３０～１７:１５)

くらしき環境キャラクター
「くらいふ」

倉敷美観地区

申込条件

注意事項

Ｅ-ｍail ｅｐｔｃ＠ｃｉｔｙ．ｋｕｒａｓｈｉｋｉ．ｏｋａｙａｍａ. jp
URL http://www. city. kurashiki. okayama. jp/ｏｎｔａｉ
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【施策例②】 電気自動車普及モデル事業（再掲） 



4-5 環境にやさしい観光関連商品・サービスの推進 

＜概要＞ 
年間約555万人の観光客が訪れる本市において、環境
にやさしい観光を推進するため、CO2排出量が少ない
観光関連商品・サービスの生産・消費を促進する。   

プロジェクト6 人と環境にやさしいおもてなし「エコころ観光」の推進 

 

行政 

経済団体等 

エコ製品の 

認定・表彰 

（例） 

・エコ製品の販売・特設コーナーの設置 

・簡易包装の推進 

エコ製品の普及啓発 

エコ製品の生産・ 

開発の促進 
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プロジェクト7 主体間連携を強化する「エコの環づくり」の推進 

5-1 温暖化防止活動拠点施設の整備 

＜概要＞ 
環境学習機能を備え、温暖化対策を行う市民・
民間団体、事業者、行政の活動・交流の拠点と
なる施設の整備を検討する。 

 

行政 

市民・NPO 

事業者 

・環境学習メニューの充実 

・環境活動の活発化に向けた交流・連携 

温暖化防止活動拠点施設の整備 

施設自体の低炭素化・エコの

ショールーム化 

（例） 

 ・太陽光発電導入 

 ・断熱性能の向上 

 ・緑化 

３５ 
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官民協働で環境学習を推進する「仕組」 共に学び、活動する「空間」 

多目的ルーム 展示ルーム 

エコを学ぶ エコを調べる 

ライブラリー 

エコを伝える 

 講演会や研修、
ワークショップなど
幅広い環境活動に

使用 

 市民の環境活動の
成果や学生の作品、
企業の環境技術な

どを展示 

 環境に関する図書・
資料を閲覧できる
環境情報空間 

 公害の歴史展示 

 本市における環境学習／環境活動の拠点施設を整備。平成２４年度オープン予定。 

 行政主導型の環境学習事業を官民協働型に転換するための仕組を検討。民間の環境資源（ﾋﾄ・ﾓﾉ・ 
ｶﾈ・ﾉｳﾊｳ）を活用し、行政負担の軽減と特徴ある環境学習の展開を図る。 

◆環境保全活動の拠点としてあらゆる主体が共に学び、各々が
環境保全活動の担い手として活躍できる仕組づくり 

市民・事業者・行政の協働による先進的な取組を創出 
活動の成果とともに、環境最先端都市のイメージを発信 

３６ 

【施策例⑫】 環境学習施設の整備 



計画の推進体制 

国・岡山県 

環境保全推進本部 

温暖化対策ワーキンググループ 

（庁内委員会） 

支援 連携 

近隣市・町 

倉敷市 

支援 連携 

支援 
連携 

市民 

事業者 

民間団体等 

連携 
（仮称） 

倉敷市地球温
暖化防止活動
推進センター 

連携 

支援 連携 

倉敷市地球温暖化対策協議会 

市民･事業者･行政・学識経験者等で組織 

事務局 

地球温暖化対策室 

 倉敷市地球温暖化対策協議会 

温室効果ガスの排出抑制に係る取組
内容を協議し、地域が一体となって地
球温暖化対策の実践を支援する組織 

 倉敷市環境保全推進本部 

温暖化対策ワーキンググループ 

（庁内委員会） 

庁内各部局を構成員とし、本計画に基づく
温室効果ガスの排出量削減に向けた対策・
施策を総合的かつ効果的に推進 

 （仮称）倉敷市地球温暖化防止活動推進センター 

温対法第24条に基づく本市の地球温暖化対策を推進するための組織 （※市がＮＰＯ等の民間団体を指定） 
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